












2015年度 3・4年次生・ 14名(男性2名、女性 12名)








防署での 1週間の救急車同乗体験・救急実技体験等に 5名、フルマラソン AED救護班として 2
名の学生が参加した。 2016年度は、フルマラソンAED救護班として 7名の学生が参加予定であ
る。これらは、教員が情報提供を行い、学生自らが参加を申し出たもので、あった。「フ。ロバイダー
資格を取得して自身の行動が変わったことは」の問いに、「外出先でAEDの場所を確認している。J
f日常生活の中で緊急時の対処方法を考えたり、話し合ったりしているJr公共の場で鴎踏せず困
っている人に声を掛けるようになったJrより看護に興味を持ちAED救護班の参加など積極的に
行動できるようになったJ等の回答が得られた。受講学生らは、日々の生活の中で緊急対応場面
を想定し、他者と話し合ったり、声を掛けたり、資格取得を活かした活動を実践していた。
N. まとめ
看護学生の AHA-BLSヘルスケアプロパイダー資格取得という明確なゴールは、卒業前から
日々の生活の中で、医療従事者を目指すものとしての意識や行動を変えるきっかけになっている
ようである。今後も、継続的に AHA-BLSへノレスケアプロパイダーコースが開催できるよう尽力
したい。
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